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	１　虐待の防止に関する基本的考え方
	虐待は利用者の尊厳の保持や人格の尊重に深刻な影響を及ぼす可能性が極めて高く，事業者は虐待の防止のために必要な措置を講じなければなりません。そのため，公益財団法人調布ゆうあい福祉公社の基本的な考え方としてこの指針を定め，高齢者・障害者虐待についての理解，虐待の未然防止，早期発見及び発生した場合の迅速かつ適切な対応等について共有します。
	２　虐待防止委員会その他施設内の組織に関する事項
	３　虐待の防止のための職員研修に関する基本方針
	（１）虐待の防止のための職員研修の内容としては，虐待等の防止に関する基礎的内
	容等の適切な知識を普及・啓発するものであるとともに，この指針に基づき，虐待の防止の徹底を図るものとします。
	４　虐待等が発生した場合の対応に関する基本方針
	５　虐待等が発生した場合の相談・報告体制に関する事項
	６　成年後見制度の活用支援に関する事項
	７　虐待等に係る苦情解決方法に関する事項
	虐待等の苦情相談については，公社の「福祉サービスに関する苦情解決実施規程」の定めにより解決を図るものとします。
	８　利用者等に対するこの指針の閲覧に関する事項
	９　その他虐待の防止の推進のために必要な事項

